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処理の流れ 

1. jubaclassifierへの接続 

 

2. 学習データの準備 

 

3. データの学習（学習モデルの更新） 

 

4. 予測データの準備 

 

5. 学習モデルによる予測 

 

6. 結果の出力 



jubaclassifierへの接続 

• jubatus ServerのIPアドレス，RPCポート番号，
Zookeeperクラスタ内でのユニークな名前，リクエス
トタイムアウト時間を設定 



学習データの準備と更新 

• labeledDatumの配列を作成 

 

• 45行目でtrainメソッドに渡すことで学習が行われる 



Datum 

• 3種類のkey-valueが存在する 

– 文字データ：key(String)  value(String) 

– 数値データ：key(String) value(Double)  

– バイナリデータ：key(String)  value(byte[]) 

 

 



LabeledDatum 

• LabeledDatumはDatumとlabelの組み 

 

 



予測データの準備 

• 学習データと同様にDatumを作成する 



学習データに基づく予測 

• Datumの配列をclassifierメソッドに渡すことで予測値
のListを得ることできる 



結果の出力 

• 女である「確からしさ」の値 

 

• 男である「確からしさ」の値 


